
６月の行事予定

１９日（火） ６月誕生会
２０日（水） 歯科検診

１４・２１日 弁当日

新年度が始まり、あっという間にひと月が経ちました。新
入園児の保護者の皆様には、初めての園生活に慣れてくれ
るだろうか、お友だちはできるだろうかと、様々に不安を感
じられることもおありではないでしょうか。我が家の長男も
ついに高校生になり、毎日のお弁当が私の日課になりまし
た。でも、弁当作りもなんとなく楽しんでいる自分がいます。
・・が、いつまで続くやら・・（笑）
さて、今年は、大きな元気の良い声で涙するお友だちが

多く、とても賑やかなスタートをしたこども園です。４／２の
初日に新入園児の子どもたちには、在園児の子どもたちに
自己紹介をしてもらいました。
「どこから来たの？」 「日本！」（本当は、千葉・・！）
「嫌いな食べ物ある？」「野菜！」（元気よく・・！）

なかなかおもしろい回答に、少し和やかな雰囲気になった
のでした。また、次の日、３才児の保護者の方に前日泣いた
ことを伝えると、本人が「泣いて先生たちを困らせたの・
・！」と話してくれたと教えてくださいました。泣きながら
も、ちゃんと周りを見ているんだなとびっくりしました。
まだまだ涙する子どもたちですが、やっぱり外遊びが大

好きです。お庭に出ると、徐々に落ち着きを見せます。改め
て自然の偉大さを感じます。こちらが笑わせようとしたり落
ち着くように声をかけるよりも、一匹のダンゴ虫をそっと見
せると、にこっと笑って涙を忘れることもあります。（ダンゴ
虫に負けた・・なんて。）
だんごむしもテントウムシもめいろうこども園の仲間で

す。そんなたくさんの仲間にも力を貸してもらいながら、今
年も１年たくさん楽しいことを見つけていきたいものです。
今年のめいろうのテーマも決まりつつあります。
どうぞお楽しみに・・♪ 森山
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５月の行事予定

８～１８日 家庭訪問

８日（火） 内科検診

１０日（木） 給食試食会(こすもす･たんぽぽ)

１７日（木) ５月誕生会

１７日（木) 給食試食会（すみれ）
２２日（火） 避難訓練

２６日（土） 家族の日参観
２９日（火） 消防署見学(年中・長)弁当日

３０日（水） 〃 (すみれ･あじさい)

いろんな活動や行事には体力

が必要です。成長の基礎とな

るからだ作りは、幼児期に大

切なもの。子どもたちは、頭

と身体をフル回転させながら

探求と交わりを深め、日々体

幹を整えていきます！

２０１８年度 年主題 〈イエスさまとともに生きる～愛の交わりの中で～〉

0･1･2歳児５月主題 「みる」 3･4･5歳児５月主題 「動く」
月のねがい 月のねがい

◎神さまのお守りの中、周りの様子に目を向ける。 ◎聖書のお話にふれ、イエスさまに親しみを覚える

◎神さまがつくられた風や光を感じながら花や虫を見る ◎自分の好きな遊びや場所が見つかる

◎要求や気持ちを受けとめてもらい、安心して過ごす ◎花や虫などを身近に感じ、心動かしたり関わろうとする

◎保育者のそばで遊びが広がる ◎自分の気持ちを身近な人に気づいてもらって過ごす

今月の聖句 「なんと幸いなことでしょ う。あなたの家に住む人たちは。」
詩篇 84:4

今月のキーワードはあなたの家「神の家」です。私たちの人生で常に考えるべきテーマです。

「神の家」は創造主を信じる人、感じる人に備えられています。

まず、自然は神の家。人も動物も植物もすべて生きとし生けるものは自然の中で育まれていま

す。自然は時に災害という形で試練を与えますが、それは人が自然の彼方に永遠の家（死後

往生するところ）があり、そこに希望をつなぐことができるためです。

第２、神の家は信仰の家です。神を信じる信仰があれば、その人の生きる環境はすべて神の

家です。神と交わり、天地創造の神を想い、恵みをもたらす神を想い、平和を願う神を想い、永

遠のいのちを約束した神を想います。ここに心の平安があります。

第３、神がともにいて、すべての人、生物を守ってくださることを幼子のときから経験させることは身

体の健全、知育とあわせて必要なことです。

牧師・前理事長 池田公榮
カエルの卵

み～つけた！

新 採 用 職 員 紹 介

４月からスタッフに加わ

りました江口久美子です。

栄養士・カフェ担当として、

子どもたちと楽しく関わり

たいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。


